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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和６年５月29日（水）午前10時00分 ～ 午後０時10分

開 催 場 所 特別会議室、公安委員会室

区 分 主 管 部『 全 体 会 議 』 議 題 ・ 要 旨

警 備 部【報 告 事項 】 １ 令和６年度「みやぎ県民防災の日」に伴う災害警備訓練の実

施について

本訓練の目的は、本県における過去の災害警備から得られた

反省教訓を踏まえ、今後も起こりうる大規模災害に迅速かつ的

確に対処するため、組織横断的な訓練を実施するものである。

訓練の内容は、実効性に配意した上で、情報伝達訓練や装備

資機材の操作習熟訓練、警察署の署情に応じた訓練（沿岸警察

署の津波避難誘導マニュアルに基づく訓練等）を実施する予定

であり、この他沿岸部等を管轄する 警察署を対象とした無線10

通信訓練（沿岸警察署と他警察署を分離して有事の際に通話す

る訓練）や機動隊・築館署・若柳署の合同による解体予定庁舎

の独身寮「旧くりはら寮」を利用した救出救助訓練を実施する

予定である。

、 、災害警備本部拡張訓練では 警備課員と機動通信課員により

大規模災害等発生時に災害警備本部の分室において、通信機器

・テレビモニター等の設置と映像等の送受信訓練を実施し、機

能の有効性を確認する。

また、災害警備本部設置・運営訓練では、災害警備本部要員

に指定された副班長及び班員を対象に実施し、各班ごとにヘリ

テレ・ＰⅢ（ポリストリプルアイ ・個人スマートフォン等か）

らの画像情報の収集要領と収集した画像情報を総合対策室の大

型モニターに表示し、画像情報の有効性について確認する。大

規模地震災害の発生を想定した上で、訓練進行役が時間の経過

、 、とともに追加想定を付与し 各班毎に付与された想定に基づき

対応方法を検討・発表を行う図上訓練を実施する予定である。

委 員：自衛隊や消防との合同訓練などは年に１回は実施

しているのか。

警備部長：国を挙げての防災の日や各自治体が主催する訓練

等には自衛隊や消防も参加しており、参加可能な

。ものがあれば県警としても積極的に参加している

委 員：東日本大震災以降も、全国各地で大規模災害が続

いているが、宮城県警が大震災で経験したことを

他県と共有していただき、あらゆる機関との連携

状況を地域の方へ示し、伝えていけたら良いと思

う。

警備部長：大規模災害の発生の都度、警察庁では様々な反省

・教訓を踏まえて情報を集約し全国へフィードバ

ックしている。今回も訓練の様子を広報媒体を通

して県民の皆様へ発信しており、今後も引き続き

災害訓練についての周知を図ってまいりたい。

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

総 務 課【決 裁 事項 】 １ 苦情の調査結果及び通知案について
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総 務 課２ 宮城県公安委員会情報公開条例施行規則・個人情報の保護に

関する法律施行条例施行規則の一部改正について

交通企画課３ 地域交通安全活動推進委員の辞職上申について

運転免許課４ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

交通規制課【報 告 事項 】 １ 交通規制の意思決定について（令和６年５月分）

運転免許課２ 臨時適性検査医の委嘱について


